
丹波市文化財保護審議会・歴史民俗資料館運営委員会委員名簿 

任期  自 令和６年４月 １日 

   至 令和８年３月 31日 

  

 氏 名 住所 専門部会 ◎は部会長 

 大木  辰史 丹波市氷上町  

 久下 隆史 丹波篠山市  

 植野 浩三 奈良市  

 橋寺 知子 神戸市  

 門脇 むつみ 宝塚市  

 井上 舞 神戸市  

 篠崎 昌裕 丹波市氷上町  

 山内 順子 丹波市春日町  

 村上 正樹 丹波市春日町  

 平岩 泰典 丹波市青垣町  



 

文化財保護審議会 専門部会（作業部会）設置について 

 

令和６年度から令和７年度専門部会（作業部会）委員名簿（敬称略） 

部 会 名 部 会 長 委  員 委  員 委  員 

美術工芸 門脇むつみ 井上 舞 村上正樹 平岩泰典 

建 造 物 橋寺知子 大木辰史 平岩泰典 山内順子 

民  俗 久下隆史 大木辰史 篠崎昌裕  

記 念 物 植野浩三 篠崎昌裕 村上正樹 山内順子 

 

１ 作業部会（専門委員の配置） 

① 美術工芸部会（絵画・彫刻・工芸品・典籍・古文書） 

② 建造物部会 （建造物） 

③ 民俗部会  （無形文化財・民俗文化財） 

④ 記念物部会 （考古資料・史跡・名勝・天然記念物） 

 

２ 業務 

① 新規の市指定候補物件の調査・検討審議 

② 悉皆調査（委託業務等）への指導・助言 

③ その他文化財に関わる業務 

 

【参考】令和４年度から令和５年度専門部会（作業部会）委員名簿（敬称略） 

部 会 名 部 会 長 委  員 委  員 委  員 

美術工芸 門脇むつみ 村上正樹 平岩泰典 山内順子 

建 造 物 橋寺知子 大木辰史 平岩泰典 千種正裕 

民  俗 久下隆史 大木辰史 篠崎昌裕 千種正裕 

記 念 物 植野浩三 篠崎昌裕 村上正樹 山内順子 
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 事　　業　　名　　等  内　　容　　等  実施時期 場所等 対象等 備　　　　　　　考

文化財保護審議会 市指定文化財の指定申請から諮問 年数回 教育委員会 文化財全般 10人の委員による審議、（７/4、2月か3月を予定）

文化財保存団体補助 民俗芸能活動補助金、無形文化財活動補助金 通年 市内 各保存団体 伝承活動のための補助金

県指定文化財保存整備等補助事業
八幡神社防災設備保守点検等事業
狭宮神社本殿保存修理事業
山本薬師堂消防設備修繕

通年
柏原八幡宮
狭宮神社
山本薬師堂

柏原八幡宮
狭宮神社
延命寺（山本自治会）

消防設備点検
狭宮神社本殿檜皮葺替（R5～)
消防設備修繕

市指定文化財保存整備等補助事業 小野天満宮のモミ支柱設置 ７月～3月 小野天満宮 所有者 天満宮のモミ支柱設置（実施設計・工事）

国登録有形文化財（県景観形成重要建造
物）

慧日寺方丈の茅葺替 9月～3月 慧日寺 慧日寺 方丈の茅葺替

文化財清掃管理業務
三ッ塚史跡公園・天神窯跡・野々間遺跡の芝草刈、剪定。旧
友井家住宅、旧朝倉家住宅内外清掃

４月～３月 市島町・春日町・山南町
三ッ塚史跡公園・野々間遺
跡・旧友井家住宅、旧朝倉
家住宅

史跡公園、指定文化財の適正な維持管理

柏原藩陣屋跡庭園等管理業務 柏原藩陣屋跡の植栽等の管理 ４月～３月 柏原町柏原 柏原藩陣屋跡 植栽等の維持管理

県指定天然記念物 柏原の大ケヤキ（木
の根橋）治療業務
保存活用計画策定委員会

樹勢回復の治療及び薬剤散布
保存活用計画策定委員会の開催

10月～3月
7月～3月

柏原町柏原 柏原の大ケヤキ
【治療業務】県補助事業で実施
【別紙】資料３

広小路土塀修復実施設計 市指定史跡　広小路土塀の修復にかかる実施設計 7月～3月 柏原町柏原 広小路土塀 修復実施設計業務

市内古文書等歴史資料調査
散逸・滅失が危惧される近世地方文書を中心に、調査を行
い、資料価値を地域と連携しながら見直し、調査活動を通し
て地域づくりに資する

５月～３月 市内
講座６回開催
古文書調査

神戸大学大学院人文学研究科との共同研究（委託業務）。古文
書を中心に、主に近世文書、古写真、村絵図等の所在調査を行
い、その調査及び研究成果を公表する講座を開催

旧朝倉家住宅でむかしばなし
旧朝倉家住宅の開館

図書館、読み聞かせグループと共同で、旧朝倉家住宅内で
むかしばなしのおはなし会と旧朝倉家住宅の見学･解説、養
蚕作業の実演

７月15日（月・祝）
8月～11月　第3土曜日

旧朝倉家住宅 親子ほか
青垣図書館との共同事業
ボランティアによる開館、養蚕作業・糸つむぎ等の実演

指定文化財管理 市所有文化財の保存・管理 通年 市内 各所 十三塚、二間塚古墳、岩尾城跡、黒井城跡

指定文化財の説明看板設置事業
市内の指定文化財の内、建造物や史跡等を中心に未設置
の文化財説明看板を順次設置して普及・啓発する

９月～３月 市島町徳尾 余田城 指定文化財説明看板の設置

美術工芸品調査 慧日寺の美術工芸品調査 秋頃 慧日寺 門脇委員、大阪大学学生による

資料館運営委員会 各資料館の適正な管理と運営を審議 年数回 各資料館 10人の委員による審議、（７月、2月か3月）

施設管理 施設保守管理 随時 各資料館 各資料館 経常的な維持管理

市島民俗資料館の開館・市島歴史講座の開
催

開館ボランティアの会による資料館の開館
ボランティアの会との共催による歴史講座の開催

年間25日開館予定
年3回

市島民俗資料館
ライフピアいちじま

市民等 チラシ別添

企画展の開催
「戦争展」
「松原家文書展」

夏頃
秋頃

春日歴史民俗資料館
柏原歴史民俗資料館

市民等
明治以降に戦争の影響を受けた教育や学校に関する資料などを
展示。
昨年寄贈を受けた松原家文書の展示

埋蔵文化財の照会・回答 埋蔵文化財と開発事業との調整 年間随時 市内 市・民間開発事業者 随時対応

市内遺跡本発掘調査 試掘調査により遺跡が確認された開発地の調査 随時 市内
5月1日～6月7日　市辺遺跡散布地（別紙資料）
弥生時代の溝・土坑　高坏等出土

市内遺跡発掘調査等事業
国庫補助事業
市内開発事業に伴う事前確認・試掘調査・分布調査

年間随時 市内 市・民間開発事業者
市内各開発地の試掘確認調査を実施し、各種開発事業との
調整を行う

埋蔵文化財調査報告書 国補助金による発掘調査報告書の作成 年間随時 市内 市内の各遺跡等 市埋蔵文化財試掘調査概要報告書の刊行

令和６年度　文化財関係事業（文化財係）
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市辺散布地の発掘調査について 

 

調査期間： 令和６年 5月 1日～6月 7日（準備期間や埋め戻し期間含む） 

原因者 ： ルートインジャパン 

 

１ 調査の経緯 

  ホテル建設に伴い、対象地に周知の遺跡、市辺散布地（弥生時代～平安時代の散布地）

が存在していたため、令和６年３月に確認調査を実施した。調査の結果、調査地西側で掘

立柱建物の柱穴や、弥生土器片や奈良・平安時代の須恵器片が確認できたため、本発掘調

査が必要と判断した。なお、調査地東側においては、水田の暗渠等により遺構は消滅して

いたため、本発掘調査の対象からは外している。 

 

２ 調査の結果 

  全体的に弥生土時代の遺構や遺物が存在していた。この弥生時代の遺構面の上には、遺

物包含層や旧耕作土が堆積しており、想定していた奈良・平安時代の遺構は確認できなか

った。弥生時代の遺構面においても、トラクターの爪痕と思われる溝が複数確認できたこ

とや、奈良・平安時代の須恵器が調査地全体の包含層や旧耕作土から出土していることか

ら、本来は奈良・平安時代の遺構が存在していたものの、後世の土地利用によって消滅し

たと思われる。 

  弥生時代の遺構としては、土器を含む東西方向の溝が 2条確認できた。溝の中央部には

土器はなく、肩の部分に集中して土器が堆積していた。土器の器種としては、高坏・甕・

壺がある（現在整理中）。 

また、1列に並ぶ柱穴も確認できたが、土器は含まれていなかった。しかし、弥生時代

の溝と同じ土層で確認できたことから、同時代の掘立柱建物と思われる。 
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興禅寺（黒井城跡下館跡） 石積み崩落の経緯 

 

１ 崩落した日時と状況 

日時：令和６年４月３日夜中から令和６年４月４日の朝までの間。 

状況：石積みおよび堀には誰でも入れる状況だった。雨も降っておらず、堀は通常の水

位であり、水は南西側から自然と排水されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

崩落状況                   石橋の状況 

 

２ 崩落した箇所と予想される原因 

  下館跡となる興禅寺の門の前に掛かっている石橋の土台となる石積（門側）の西側半分

が崩れた。この石積の裏側には石垣が存在しているが、踏圧によってこの石垣に孕み出し

や前倒れが確認できることから、その圧を受けた石積の西側のみが前に倒れたか、石垣に

できた隙間から水が廻ったため崩落したと思われる。 

 

３ 崩落後の対応 

   石積の崩落部に木材を組むことで、これ以上の崩落を防いでいる。この石積の上にあ

る石橋はまだ崩れていないが、これ以上の圧がかかると崩れる可能性があるため、カラ

ーコーン等で封鎖している。 

 

４ 崩落による影響 

 下館跡となる興禅寺に山門から入ることができない。また、現在は石積が崩れているだ

けだが、このままでは石積みに乗っている石橋や、裏側に存在している石垣も崩れる可能

性がある。 

 

５ 今後の対応・課題 

・史跡の範囲の明示が必要。 

 史跡の範囲内に、黒井城跡の下館跡として興禅寺および堀の敷地が指定されている。 
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 興禅寺の建物は黒井城跡落城後、現在地より南にあった建物を移築した物とされて

いるが、堀の石垣は下館に伴うものか検討されていない。そのため、史跡の構成要素た

るものか、整備委員会や有識者と検討する必要がある。 

 

・今後の修理方針（興禅寺の意見） 

 崩れた石積みと、道路側の崩れかけている箇所は早急に積み直したい。 

 崩れた石済みの裏側にある石垣も前倒し等が確認できるため、積み直したい。 



柏原の大ケヤキ（木の根橋）保存活用計画策定について 

 

１．計画策定の背景・経緯 

 

 「柏原の大ケヤキ（木の根橋）」は、丹波市柏原町柏原１番地の奥村川右岸に位置するケ

ヤキで、1本の根が太く成長し奥村川をまたいで対岸にもぐりこみ、長さ 10mの自然の橋梁

を形づくっていることから「木の根橋」と称されている。 

昭和 45 年３月 30 日に県の天然記念物に指定され、町のシンボルとして地域住民に愛さ

れてきたが、市街地に立地しており、周辺工事等の影響を受け樹勢が弱まることがあった。

また、平成 13年には幹にナラタケモドキが見つかるなど樹勢に深刻な影響を及ぼす腐朽菌

の侵入が見られることから、倒木防止のため支柱の設置や治療を行ってきた。しかし、支柱

の設置から 20年が経過し、新たな倒木防止対策や樹木の保存・治療について学識経験者や

地域住民の意見を交えて今後の治療や保存活用に関する計画を策定するため策定員会を設

置し、協議検討を行うこととなった。 

 

２．計画の目的 

 

 本計画は、県の天然記念物に指定されている「柏原の大ケヤキ（木の根橋）」について、

本質的価値の再確認や現状及び課題の把握をとおして、保存と活用に関する基本的な考え

方や今後の具体的な取組内容を明確にすることを目的とする。 

 この「柏原の大ケヤキ（木の根橋）」については、周辺環境等の影響で樹勢の衰えが確実

に進行しつつあると判断されるため、適切な日常管理や継続的な治療に関する指針や樹木

を支持する支柱の設置など安全対策についての方法を明確にすることが急務となっている。 

 本計画については、その策定を通して地域住民や市民に「柏原の大ケヤキ（木の根橋）」

の価値や魅力が伝わり、保存と活用に向けた新たな一歩につながっていくことを期待する

ものである。 

 

３． 保存管理の現状と課題 

 

（１）樹木の保存状況について 

昭和 62 年度の治療以降しばらくは小康状態を保っていたが、平成 13 年にナラタケ

モドキの子実体を発見したことから、根の腐朽が進んでいることが判明したため、周囲

の市道下に空洞を作り治療を行うとともに罹患部の切除と天敵菌のトリコデルマ菌の

散布によりナラタケモドキの勢いを弱める対策を行ってきた。あわせて、幹周辺に大き

な支持根がないことや過去の写真との比較から旧柏原支所側（南東側）に倒木の恐れが

あったため、鋼管支柱を設置して幹を支えている。 
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   その後もナラタケモドキだけでなくベッコウダケやコフキサルノコシカケの発生が

確認されるなど、形成層だけでなく木質部にも腐朽が進んでおり、幹内部は地上約２m

の高さまで空洞ができており、樹勢に影響を与えている。また、支柱の設置から 20年

以上が経過し支柱のゆがみや幹との接合部分に亀裂が生じており、安全面の対策が急

務である。 

   しかしながら、樹木の周囲は市道と川に囲まれ、市街地であるため危険性が高まると

ともに安全対策をとるにあたり様々な制約が生じている。 

 

（２） 保存管理の課題 

樹木の保存管理で最も大きな課題は、現在の樹勢を維持し、寿命を可能な限り引き延

ばすことである。このため、樹木医を中心に経過観察と治療を行ってきたが、今後も専

門家の意見を踏まえて治療方針を決定し、全体計画に基づいて長期的・継続的に取り組

むことが必要である。また樹勢の維持だけでなく、市街地に立地するという特性から、

落枝対策や倒木の対策など安全対策を第一に取り組む必要がある。 

  

柏原の大ケヤキ（木の根橋）保存活用計画策定委員会委員（案）（敬称略） 

氏 名 所 属・役 職 

武田 義明 神戸大学名誉教授・前兵庫県文化財保護審議会委員 

大木 辰史 丹波市文化財保護審議会 

梅垣 守明 丹波自然友の会 

 坂本 康子 柏原自治協議会 

門内 義博  古市場町自治会 自治会長 

菊本 裕三 観光まちづくりの会会長 

浅原 保弘 兵庫県建築士会 柏原支部監事 

 

オブザーバー 

樹木医 安田 邦男 

兵庫県教育委員会 文化財課 大本 朋弥 

 



県指定候補物件 

 

無形民俗文化財 常勝寺追儺式「鬼こそ」 平成 16年市指定 

 

 2 月 11 日に常勝寺の本堂で行われる鬼追い。明治

初年までは旧暦正月 12 日行われていた。常勝寺が観

音山中にあったころ、たびたび現れる化け物を退治

するために法道仙人から教えられて始めたと伝えら

れ、常勝寺の開基とされる法道仙人に扮した童子を

先頭に、松明・鉾・太刀・錫杖を持った青鬼、赤鬼

の計４体がこれに随い「火供え」、「火合わせ」、「餅

切り」の所作を行いながら本堂を廻る。 

４面の鬼面と法道仙人面が使用されており、現在使用している面は３代目であるが、２

代目の鬼面４面と法道仙人の面、さらに古い鬼面２面が残っており、太刀・鉾・錫杖・餅

掛とともに追儺用具として市指定有形民俗文化財となっている。 

鬼は追われる鬼ではなく、その由来や厄払いのために鬼役をつとめることなどから、災

いではなく幸いをもたらすものと考えられる。 

 正月から小正月に行われる鬼追いは、兵庫県下では天台宗や真言宗等の寺院や神社で行

われており、鬼こそは加古川流域に分布する鬼追いの北限であるとともに、丹波地域に唯

一伝承されている鬼追いである。 
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資料５ 



市指定候補物件 

 

考古資料 三ッ塚天神窯跡出土 鴟尾 

天神窯 4 号窯で２個体出土した。４号窯は袖石を布設した焚口から焼成部までが残り、

幅約１ｍ、長さ 7.2ｍで床面に階段を設けない須恵器窯の形態をとっている。当初は瓦や

須恵器が焼成され、最終操業時に瓦を焼き台にして鴟尾を焼成したが失敗に終わり放置し

たものと考えられ、操業には須恵器工人の関りが想定される。 

窯の中央付近に鴟尾２の上方に鴟尾１が据えられており、鴟尾２が転落後、鴟尾１が原

位置で破損し一部が転落したものと考えられる。 

 削り出しの段と縦帯以外を持たない鴟尾は、「百済様式」と呼ばれ、飛鳥寺に始まり７

世紀に主流となり形を変化させながら８世紀初めまで続くものである。４号窯出土の鴟尾

も段の幅が比較的広く、縦帯は突帯で表されており、胴部と鰭部の段が連続しているなど

簡略化が進んだ段階のものである点やその他の出土遺物の年代から７世紀末のものと考え

られる。 

 市内で唯一出土した鴟尾であり寺院の伽藍装飾の具体像や古代窯業生産の実態を知る重

要な資料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鴟尾１  

復元 全長 89㎝、高さ 79㎝、最大幅 54㎝ 

幅 6ｃｍの無文の縦帯 1本を持ち、胴部及び鰭部全体に正段型の段を削り出す。胴部と

鰭部の削り出しは、左側面鰭部の 1 本を除いて、縦帯をはさんで連続しており、両側

面各 10 本ある。頭部縦板状部・腹部とも、基底部からの高さ４㎝の部分に、幅 12ｃｍ、

高さ 8ｃｍ程度の半円形の透かし穴を設ける。 

■鴟尾２ 

復元 全長 87㎝、高さ 79㎝、最大幅 51㎝ 

文様も鴟尾１とほとんど同じであるが、削り出しが両側面各 9 本である点が異なる。

胴部と鰭部の削り出しは、縦帯をはさんで完全に連続する。頭部縦板状部と腹部に、

幅 11ｃｍ、高さ 8ｃｍ程度の半円形の透かし穴を設けるが、鴟尾１とは透かし穴の基

底部からの高さが頭部で 2.5㎝、腹部で 5ｃｍと異なっている。 



 

 制作法 

  裏面に残る粘土紐の継ぎ目や擬口縁から、粘土紐の単位が復元でき、胴部と鰭部を連

続する太さ５～10㎝ほどの 1本の粘土紐で作り上げられている。  

 施文法 

  施文は、沈線で文様を描いた後、沈線に刃先が当たるように斜めに工具を入れて段を

作っていく。基底部近くは下から工具が入れられないので、沈線のみがそのまま残る。

縦帯も同様にして施文する。施文順序としては、縦帯が先。施文前に割り付けを行った

と思われるが、その痕跡は残っていない。 

       『丹波三ッ塚遺跡Ⅳ』丹波三ッ塚遺跡発掘調査団 市島町 2000年より 

 

 

名勝 清薗寺庭園 

所在地  丹波市市島町下竹田 

庭園様式 築山式枯山水庭園 

作庭時代 江戸時代後期  

文化年間（1804～1818）頃 

 

庭園構成と様式手法 

 親王院と称された東の坊の仏堂前の鍵型の空

間に作庭された築山式枯山水庭園。背後の高

谷山の山容を取り入れた借景庭園といえる。中心は、隅の枯滝で、その奥に守護石を左

にやや振って立てている。これは借景としての高谷山を本庭へと導く手法で庭との一体

感を演出している。 

  滝の右側に山形の蓬莱石を組む。この 1 石を頂点に、天平石と立石を階段式に組んで

築山を構成する。この築山石組は小振りながらも力強い格調高い石組で安定感もある。

枯滝石組ととみに本庭の最も重点的な石組で特徴がある。 

  一方、東部にかけて築山もゆるやかになっていくが、ここに十六羅漢式石組がある。

最後の２石組でもって、一連の石組を受け止めている。このあたりの石組技術は非凡な

ものがあり高度な石組技術と評価できる。 

  西部は、西の坊への通用門があり、その門の前にある２石の立石は、北庭との繋ぎの

石組ともなって鶴石組とも思える造形の石組が組まれている。 

  本庭は、庭園意匠や石組手法が優れ、県下を代表する枯山水庭園と言えよう。 

  

 『兵庫県の庭園資料集』西桂編・著 令和４年より 
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